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（13 年後） 時期 

準備期・建設期 運用期・成熟期 ILC 稼動 
（13 年後） 

時期 

「楽しさ」を共

有するきっかけ

づくり 

食を通してがイ

チバン 

ILC をテーマに

した (ヒッグス

くんランチ )メ

ニューを出す 

飲食店 

ILC「はやぶさ

ランチ」 

の継続 

 

企業から地域へ

の働きかけも大

きな後押しにな

る 

外国人の方の U

ターンが期待で

きる 

食文化交流 企業の協力 
行ってみたい大船渡 
もう一度きたい大船渡 

外国人の方々が

暮らしやすい大

船渡とは？ 

外国の人たちと

の積極的な交流 

(日常的なとこ

ろから) 外国人の方々と

地域・住民が触

れる機会を多く

する 受け入れる 

素地づくり 

外国人の方々の

つながりから 

「大船渡」を発

信させていく 
日本語以外の言

語でも記載され

ている 

→外国の方に安

心感を持たせる 

市全体で国際交

流に親しむ雰囲

気をつくる 

人と人とのつながり活発化 国
際
交
流 

外国語・英語教育の充実 

フリーWi-Fi が

設置されている

(大船渡中どこ

でも )外国人に

とって必要！ 

外国の方が暮ら

しやすい環境を

整えるといい 

インバウンドに

も期待できる 

国際交流協会を

つくる 

再開 

外国人も住みやすい環境づくり 

子どもたちの活

動(地区活動)や

イベントに一緒

に参加する 

子どもたちから

派生していく活

動を考えてみる 

ILC をもっとア

ピール 

→「知る」から 

「理解」につなが

るしかけをする 

市民が見学でき

る機会をつくる 

宇宙や科学に対

する興味、関心

を系統的に育成

する 

社会科見学等で

実際に体験・実

感することがで

きる 

教育、科学への興味・関心 

大船渡で ILCを

推進するための

カリキュラムを

策定してみては 

学校で国際交流

を行うために

も、市でカリキ

ュラムを作成す

るべき 

市の方針・教育課程の特化 

お互いの文化を

知る機会づくり

の設定 

自分たちの地域

のよさ、日本の

よさも学ぶこと

も(教える)必要 

地域文化の理解 

医療・教育・社会分野 


